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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　横置き型の円筒形の液体容器の加熱器であって、

　前記液体容器の加熱器は、架台と、複数の可撓性を有する配管と、から構成され、

　前記配管は、前記液体容器に接触するように前記液体容器の下部外形の円周方向に沿わ

せて流路を形成し、前記液体容器の軸方向に並べて設置され、

　前記架台は、

　温水の入口部を端部に有し、前記配管の一端が固定される第１の給湯配管と、

　前記温水の出口部を端部に有し、前記配管の他端が固定される第２の給湯配管と、

　前記第１の給湯配管と前記第２の給湯配管をそれぞれ支える支柱と、

　前記液体容器の軸方向の両端部のみを保持し、前記液体容器の下部外形の円周方向に沿

わせて形成され、前記液体容器を保持する液体容器の保持板と、

　前記支柱と前記液体容器の保持板を支える土台と、

　を有することを特徴とする液体容器の加熱器。

【請求項２】

　請求項１に記載の液体容器の加熱器であって、前記架台は、前記配管を下方から支える

配管保持板を備えることを特徴とする液体容器の加熱器。

【請求項３】

　請求項１又は２に記載の液体容器の加熱器であって、前記第１の給湯配管の前記支柱と

前記第２の給湯配管の前記支柱は、前記第１の給湯配管と前記第２の給湯配管との間隔を
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広 げ る 又 は 狭 め る 方 向 に 可 動 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 体 容 器 の 加 熱 器 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 給 湯 配 管 の 前

記 入 口 部 と 、 前 記 第 ２ の 給 湯 配 管 の 前 記 出 口 部 は 、 前 記 第 １ の 給 湯 配 管 及 び 前 記 第 ２ の 給

湯 配 管 の 軸 方 向 に お い て 互 い に 逆 方 向 に 配 設 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 体 容 器 の 加 熱 器 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 で あ っ て 、 複 数 の 前 記 配 管 は 、 所 定

の 間 隔 を 空 け て 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 体 容 器 の 加 熱 器 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 と 、 前 記 液 体 容 器 の 加 熱 器 の 前 記 第

１ の 給 湯 配 管 の 前 記 入 口 部 と 前 記 第 ２ の 給 湯 配 管 の 前 記 出 口 部 に 接 続 し 、 温 水 を 前 記 配 管

に 流 し て 循 環 さ せ る ポ ン プ を 備 え た 温 水 循 環 装 置 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 体 容 器

の 加 熱 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 横 置 き 型 の 円 筒 形 の 液 体 容 器 を 加 熱 す る た め の 加 熱 器 及 び 加 熱 装 置 に 関 す る 。

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 液 体 容 器 に は 直 接 ヒ ー タ ー や 直 火 で 加 熱 す る こ と が で き な い も の が 多 く あ り 、 例 え ば 高

圧 の 液 化 ガ ス ボ ン ベ が あ る 。 高 圧 の 液 化 ガ ス ボ ン ベ は 、 ガ ス （ 塩 素 、 ア ン モ ニ ア 、 亜 硫 酸

ガ ス 等 ） を 加 圧 し て 液 化 さ れ た 状 態 で 充 填 さ れ て お り 、 そ の 液 体 が 気 化 し て ガ ス ボ ン ベ か

ら 供 給 さ れ る か 上 部 加 圧 し て 液 体 の ま ま 蒸 発 器 に 送 ら れ て 気 化 さ せ て か ら 送 ら れ る 。 高 圧

の 液 化 ガ ス ボ ン ベ は 、 一 般 家 庭 用 か ら 工 業 用 ま で 様 々 な 寸 法 の も の が あ る 。 一 般 家 庭 で 使

用 さ れ て い る 小 型 ガ ス ボ ン ベ は 、 充 填 ガ ス 量 が ５ ０ ｋ ｇ （ 内 容 量 １ １ ５ Ｌ 、 高 さ １ ３ ０ ０

ｍ ｍ ） （ Ｌ Ｐ Ｇ ガ ス ） 程 度 ま で 縦 置 き で 使 用 さ れ る が 、 こ れ 以 上 の 容 器 は 危 険 防 止 の た め

ほ と ん ど が 横 置 き で 使 用 さ れ る 。 工 場 等 で 使 用 さ れ る 工 業 用 ガ ス ボ ン ベ は 大 型 化 さ れ 、 充

填 ガ ス 量 が １ ｔ 以 上 （ 内 容 量 １ ８ ０ ０ Ｌ 以 上 、 長 さ ３ ｍ 以 上 ） の ガ ス ボ ン ベ も あ る 。 同 様

に 一 般 の 液 体 容 器 も ド ラ ム 缶 （ ２ ０ ０ リ ッ ト ル ） 以 上 に な る と 横 置 き 型 の 容 器 に な る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 一 般 に ガ ス ボ ン ベ の 使 用 を 続 け て い く と 、 容 器 の 中 の 液 面 が 下 が り 、 容 器 内 の ガ ス の 圧

力 （ 内 圧 ） が 徐 々 に 低 下 す る 。 そ れ に よ り 、 容 器 内 の 液 化 ガ ス を 最 後 ま で 気 化 さ せ て 使 用

す る こ と が で き ず 、 容 器 内 に 液 体 が 残 る と い う 問 題 が あ っ た 。 容 器 内 の 液 化 ガ ス を 最 後 ま

で 使 い き る た め に は 、 ガ ス ボ ン ベ を 法 定 温 度 以 下 の 温 度 （ ４ ０ ℃ 以 下 ） に 温 め て 気 化 を 促

進 さ せ る 必 要 が あ る 。 ガ ス ボ ン ベ を で き る だ け 最 後 ま で 使 い き り た い と い う 要 望 に 応 え る

た め 、 ガ ス ボ ン ベ を 温 め て 気 化 を 促 進 さ せ る 種 々 の 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 ま た 一 般 の 液

体 容 器 の 中 の 液 も 移 動 し や す い よ う に 等 々 で 液 の 粘 度 を 下 げ る た め 加 熱 す る こ と が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 例 え ば 、 ガ ス ボ ン ベ を 加 熱 す る た め に 多 量 の 温 水 を 直 接 ガ ス ボ ン ベ に 接 触 さ せ る 方 法 が

あ る が 、 ガ ス ボ ン ベ は 一 般 に 金 属 製 で あ り 、 腐 食 す る 虞 が あ る 。 ま た 、 そ れ に よ る ガ ス ボ

ン ベ の 破 損 、 耐 久 性 の 低 下 な ど の 問 題 が あ る 。 高 圧 ガ ス 保 安 法 で は 腐 食 を 防 止 す る よ う 明

記 さ れ て い る （ 高 圧 ガ ス 保 安 法 、 一 般 高 圧 ガ ス 保 安 規 則 第 ６ ０ 条 の ４ 等 ） 。 他 の 例 と し て

ガ ス ボ ン ベ の 周 囲 面 を 取 り 囲 む 電 気 ヒ ー タ ー （ ジ ャ ケ ッ ト ） 等 を 使 用 し 、 電 源 コ ー ド に 繋

い で 電 力 を 供 給 す る こ と に よ り ガ ス ボ ン ベ を 加 熱 す る 方 法 も あ る が こ れ は 高 圧 ガ ス 保 安 法

に よ り 不 燃 性 ガ ス に し か 適 用 で き な い 。 液 化 高 圧 ガ ス の ほ と ん ど が 可 燃 性 で あ る 。 そ の た

め 、 電 力 で は な く 温 水 を 使 用 し て 、 直 接 で は な く チ ュ ー ブ 等 を 介 し て ガ ス ボ ン ベ を 加 熱 す

る 装 置 や 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 一 般 の 液 体 容 器 も 同 様 の 考 え で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 チ ュ ー ブ 等 を 介 し た 装 置 と し て 特 許 文 献 １ に は 、 本 願 の 発 明 者 に よ る 「 ボ ン ベ 保 温 筒 」

が 開 示 さ れ て い る 。 そ の ボ ン ベ 保 温 筒 は 、 左 右 に 開 閉 し て ガ ス ボ ン ベ の 外 周 面 を 囲 ん で 取

り 付 け る ボ ン ベ 保 温 筒 本 体 と 、 そ の 内 壁 面 に 設 置 さ れ て い る 管 状 の チ ュ ー ブ か ら 構 成 さ れ
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て い る 。 そ れ に よ り 、 ガ ス ボ ン ベ に 取 り 付 け る 作 業 が 簡 単 で 、 効 率 的 に ガ ス ボ ン ベ を 保 温

で き る 。 こ の ガ ス ボ ン ベ 保 温 筒 は 、 特 に 縦 置 き 型 の ガ ス ボ ン ベ に 対 し て 効 果 的 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 ２ に は 、 バ ル ク 貯 槽 （ 横 置 き 型 の ガ ス ボ ン ベ ） の 胴 板 の 一 部 又 は 全 部 を 包 囲 す

る よ う に 、 金 属 板 の 内 部 に 流 路 が 形 成 さ れ た 放 熱 板 を 取 り 付 け 、 こ の 流 路 に 温 水 を 循 環 さ

せ る よ う に し た バ ル ク 供 給 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 バ ル ク 貯 槽 は 常 に

一 定 の 温 度 に 保 た れ 、 外 気 温 が 下 が っ た 場 合 で も 気 化 発 生 量 の 低 下 が 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 特 許 文 献 ３ に は 、 内 部 を 熱 交 換 媒 体 が 流 通 す る 複 数 本 の 配 管 が 幅 方 向 に 連 結 さ れ た 可 撓

性 の 配 管 束 と 、 配 管 束 を 吊 下 す る 架 台 か ら 構 成 さ れ た 液 化 ガ ス 容 器 （ 横 置 き 型 の ガ ス ボ ン

ベ ） の 加 熱 冷 却 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 本 発 明 に よ る と 、 液 化 ガ ス 容 器 の 外 形 形 状 に あ わ

せ て 載 置 面 が 柔 軟 に 形 状 を 変 化 さ せ 、 該 容 器 と の 高 い 接 触 性 を 得 る こ と が で き 、 配 管 束 の

内 部 を 流 通 す る 熱 交 換 媒 体 と 液 化 ガ ス 容 器 と の 熱 交 換 効 率 が 高 く な る と さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ６ １ ５ ０ １ ８ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ １ ８ ９ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ４ ６ ９ ９ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 特 許 文 献 １ の ボ ン ベ 保 温 筒 は 、 前 述 の よ う に 左 右 に 開 閉 し て ガ ス ボ ン ベ の 外 周 面 を 囲 ん

で 取 り 付 け る た め 、 大 型 の 工 業 用 ガ ス ボ ン ベ 、 特 に 横 置 き で 使 用 さ れ る ガ ス ボ ン ベ の 場 合

に は 、 取 り 付 け る 際 に 労 力 を 要 す る 。 特 許 文 献 ２ の バ ル ク 供 給 装 置 に 関 し て も 、 大 型 の 横

置 き 型 の ガ ス ボ ン ベ の 一 部 又 は 全 部 を 包 囲 す る よ う に 放 熱 板 を 取 り 付 け る 作 業 は 手 間 が か

か る 。 特 に 充 填 ガ ス 量 が １ ｔ 以 上 の 大 型 の ガ ス ボ ン ベ の 場 合 に は 、 そ れ に 対 応 し た 重 量 が

あ る 大 き な 放 熱 板 が 必 要 と な り 、 取 り 付 け 作 業 に は 労 力 を 要 す る 。 そ の た め 、 大 型 の ガ ス

ボ ン ベ を 簡 単 に 設 置 で き る 構 成 の バ ル ク 供 給 装 置 が 望 ま れ る 。 ま た 、 放 熱 板 は ガ ス ボ ン ベ

に 接 触 す る よ う に 、 ガ ス ボ ン ベ の 曲 率 に 合 わ せ て 曲 げ て 製 造 さ れ る た め 、 製 造 の た め の 作

業 工 程 と コ ス ト が か か る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 特 許 文 献 ３ の 加 熱 冷 却 装 置 は 、 熱 交 換 媒 体 が 流 通 す る 複 数 本 の 配 管 が 幅 方 向 に 連 結 さ れ

た 可 撓 性 の 配 管 束 を 備 え て い る が 、 複 数 本 の 配 管 自 体 は 可 撓 性 を 有 し な い 金 属 材 料 で 構 成

さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ の 明 細 書 段 落 ［ ０ ０ ２ ６ ］ ） 。 配 管 の 好 適 な 断 面 形 状 と し て は 、

で 円 形 、 楕 円 形 、 長 円 形 、 弓 形 が 考 え ら れ て い る （ 特 許 文 献 ３ の 図 ４ ） 。 し か し 、 金 属 材

料 の 配 管 を そ の よ う な 形 状 で 形 成 す る の は 、 作 業 工 程 と コ ス ト が か か る 。 ま た 、 ガ ス ボ ン

ベ と 配 管 の 熱 交 換 率 を 上 げ る に は 、 金 属 材 料 の 配 管 よ り も ガ ス ボ ン ベ と の 密 着 性 が 強 い 可

撓 性 を 有 す る ビ ニ ー ル 系 の 配 管 （ ホ ー ス ） の 方 が 好 ま し い 。 さ ら に 、 ビ ニ ー ル 系 の 配 管 を

使 用 す る こ と で 、 安 価 に 製 造 で き 、 配 管 の 好 適 な 断 面 形 状 （ 円 形 、 楕 円 形 、 長 円 形 、 弓 形

） を 実 現 で き る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ の 配 管 は 長 手 方 向 に 配 置 さ れ て い る が 、 熱 交 換 媒 体 （

例 え ば 温 水 ） が １ 回 に 流 通 す る 経 路 が 長 く な り 循 環 率 が 悪 い た め 、 特 に 冬 場 で は 温 水 が 途

中 で 冷 め る こ と も あ り 得 る 。 そ の た め 、 流 水 経 路 が 短 く な る よ う に 、 配 管 を ガ ス ボ ン ベ の

短 手 方 向 に 配 置 す る こ と が よ り 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 横 置 き 型 の 円 筒 形 の 液 体 容 器 を 簡 単 に 設 置 で き 、 可 撓 性 を

有 す る 配 管 を 使 用 し て 安 価 に 製 造 で き 、 液 体 容 器 に 密 着 さ せ て 効 率 的 に 加 熱 す る 液 体 容 器

の 加 熱 器 及 び 加 熱 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】
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（ １ ） 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 横 置 き 型 の 円 筒 形 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 で あ っ て 、 前 記 液

体 容 器 の 加 熱 器 は 、 架 台 と 、 複 数 の 可 撓 性 を 有 す る 配 管 と 、 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 配 管 は 、

前 記 液 体 容 器 に 接 触 す る よ う に 前 記 液 体 容 器 の 下 部 外 形 の 円 周 方 向 に 沿 わ せ て 流 路 を 形 成

し 、 前 記 液 体 容 器 の 軸 方 向 に 並 べ て 設 置 さ れ 、 前 記 架 台 は 、 温 水 の 入 口 部 を 端 部 に 有 し 、

前 記 配 管 の 一 端 が 固 定 さ れ る 第 １ の 給 湯 配 管 と 、 前 記 温 水 の 出 口 部 を 端 部 に 有 し 、 前 記 配

管 の 他 端 が 固 定 さ れ る 第 ２ の 給 湯 配 管 と 、 前 記 第 １ の 給 湯 配 管 と 前 記 第 ２ の 給 湯 配 管 を そ

れ ぞ れ 支 え る 支 柱 と 、 前 記 液 体 容 器 の 軸 方 向 の 両 端 部 の み を 保 持 し 、 前 記 液 体 容 器 の 下 部

外 形 の 円 周 方 向 に 沿 わ せ て 形 成 さ れ 、 前 記 液 体 容 器 を 保 持 す る 液 体 容 器 の 保 持 板 と 、 前 記

支 柱 と 前 記 液 体 容 器 の 保 持 板 を 支 え る 土 台 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 体 容 器 の 加 熱

器 で あ る 。

（ ２ ） 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 で あ っ て 、 前 記 架 台

は 、 前 記 配 管 を 下 方 か ら 支 え る 配 管 保 持 板 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

（ ３ ） 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 で あ っ て 、 前

記 第 １ の 給 湯 配 管 の 前 記 支 柱 と 前 記 第 ２ の 給 湯 配 管 の 前 記 支 柱 は 、 前 記 第 １ の 給 湯 配 管 と

前 記 第 ２ の 給 湯 配 管 と の 間 隔 を 広 げ る 又 は 狭 め る 方 向 に 可 動 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す

る 。

（ ４ ） 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 で あ

っ て 、 前 記 第 １ の 給 湯 配 管 の 前 記 入 口 部 と 、 前 記 第 ２ の 給 湯 配 管 の 前 記 出 口 部 は 、 前 記 第

１ の 給 湯 配 管 及 び 前 記 第 ２ の 給 湯 配 管 の 軸 方 向 に お い て 互 い に 逆 方 向 に 配 設 さ れ る こ と を

特 徴 と す る 。

（ ５ ） 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 で あ

っ て 、 複 数 の 前 記 配 管 は 、 所 定 の 間 隔 を 空 け て 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

（ ６ ） 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 と 、 前

記 液 体 容 器 の 加 熱 器 の 前 記 第 １ の 給 湯 配 管 の 前 記 入 口 部 と 前 記 第 ２ の 給 湯 配 管 の 前 記 出 口

部 に 接 続 し 、 温 水 を 前 記 配 管 に 流 し て 循 環 さ せ る ポ ン プ を 備 え た 温 水 循 環 装 置 と 、 を 有 す

る こ と を 特 徴 と す る 液 体 容 器 の 加 熱 装 置 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 及 び 加 熱 装 置 は 、 横 置 き 型 の 円 筒 形 の 液 体 容 器 を 簡 単 に 設 置

で き 、 可 撓 性 を 有 す る 配 管 を 使 用 し て 安 価 に 製 造 で き 、 液 体 容 器 に 密 着 さ せ て 効 率 的 に 加

熱 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 液 体 容 器 の 加 熱 器 の 一 部 切 欠 け し た 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 液 体 容 器 の 加 熱 器 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 液 体 容 器 の 加 熱 器 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 液 体 容 器 の 加 熱 器 の 配 管 の 断 面 図 と 、 圧 縮 し た 配 管 の

断 面 図 を 表 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 液 体 容 器 の 加 熱 装 置 の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 （ 以 下 実 施 例 と 記 す 。 ） を 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お

、 以 下 の 図 に お い て 、 共 通 す る 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て お り 、 同 一 符 号 の 部 分 に 対 し

て 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 以 下 で は 液 体 容 器 と し て 高 圧 ガ ス ボ ン ベ を 例 に 挙 げ て

説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 あ ら ゆ る 円 筒 形 の 液 体 容 器 に 適 用 で き る も の で あ る

。

【 ０ ０ １ ６ 】

［ 液 体 容 器 の 加 熱 器 １ ０ ０ の 構 成 ］

　 ま ず 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 液 体 容 器 の 加 熱 器 １ ０ ０ （ 以 下 加 熱 器 １ ０ ０ と 記 す 。 ）

の 構 成 に つ い て 、 図 １ ～ ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 加 熱 器 １ ０ ０ の 一 部 切 欠 け し た 正
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面 図 、 図 ２ は 加 熱 器 １ ０ ０ の 側 面 図 、 図 ３ は 加 熱 器 １ ０ ０ の 平 面 図 、 図 ４ は 加 熱 器 １ ０ ０

の 配 管 の 断 面 図 と 、 圧 縮 し た 配 管 の 断 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 加 熱 器 １ ０ ０ は 、

本 実 施 例 で は 横 置 き 型 の 液 化 ガ ス 用 の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 加 熱 す る た め に 使 用 さ れ る 。 加 熱

器 １ ０ ０ は 、 架 台 １ ０ と 、 複 数 の 可 撓 性 を 有 す る 配 管 ２ ０ か ら 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 架 台 １ ０ は 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と 、 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ と 、 そ れ ら を 支 え る 支 柱 １ ５

と 、 ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ と 土 台 １ ９ を 基 本 的 な 構 成 と す る 。 こ れ ら は 、 耐 食 性 に 優 れ た

ス テ ン レ ス 材 等 で 構 成 さ れ る 。 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と 、 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ は 、 図 １ と ２

に 示 す よ う に 架 台 １ ０ の 上 部 に 支 柱 １ ５ を 介 し て 設 置 さ れ 、 図 ２ と 図 ３ に 示 す よ う に 平 行

に 所 定 の 距 離 （ 間 隔 ） を 空 け て 設 置 さ れ る 。 こ こ で い う 距 離 は 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 径

の 中 心 か ら 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 径 の 中 心 ま で の 距 離 を 意 味 す る （ 以 下 、 距 離 の 意 味 は 同

様 で あ る 。 ） 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 所 定 の 距 離 は 、 使 用 す る ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 外 径 （ 円 形 断 面 の 外 径 ） よ り も 長 く し て 、 ガ

ス ボ ン ベ ５ ０ を 載 置 し や す い 距 離 、 例 え ば 外 径 の １ ． ２ ５ 倍 程 度 に 設 計 さ れ る 。 大 型 の ガ

ス ボ ン ベ ５ ０ の 例 と し て 、 外 径 が ９ ７ ３ ｍ ｍ 、 長 さ が ３ １ ２ ０ ｍ ｍ 、 内 容 積 １ ８ ６ ０ リ ッ

ト ル 、 ガ ス 容 量 １ ０ ０ ０ ｋ ｇ の ア ン モ ニ ア の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 場 合 は 、 そ の 外 径 の １ ． ２

５ 倍 の １ ２ １ ６ ｍ ｍ 程 度 の 距 離 を 空 け て 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ が 設 置

さ れ る 。 な お 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ と の 間 の 所 定 の 距 離 は 、 そ の 間

隔 を 広 げ る 又 は 狭 め る 方 向 に 変 更 で き る よ う に 、 そ れ ぞ れ の 支 柱 １ ５ を 可 動 に 設 置 す る こ

と も で き る 。 本 実 施 例 で は 図 ２ に 示 す よ う に 支 柱 １ ５ を 矢 印 の 方 向 に 可 動 に 設 置 す る 。 第

１ の 給 湯 配 管 １ １ と 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 間 隔 を 変 更 可 能 に す る こ と で 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０

を 設 置 し や す く な り 、 ま た 配 管 ２ ０ を ガ ス ボ ン ベ ５ ０ に 密 着 さ せ や す く な る 。 更 に ガ ス ボ

ン ベ ５ ０ の 寸 法 が 多 少 変 更 さ れ て も 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 設 置 す る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 実 施 例 の 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ は 、 供 給 さ れ る 温 水 の 入 口 部 １ １ １ を 端 部 に 有 し 、 他 の

一 端 部 は キ ャ ッ プ １ １ ２ 等 で 閉 じ ら れ て い る 。 後 述 す る 温 水 循 環 装 置 の ポ ン プ を ２ つ 使 用

す る 場 合 に は 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 両 端 部 を 入 口 部 と し て も よ い 。 ま た 、 図 １ で は 、 左

端 部 に 入 口 部 １ １ １ を 有 し 、 右 端 部 が 閉 じ ら れ て い る が 、 左 右 逆 で も よ い 。 入 口 部 １ １ １

に は 、 温 水 循 環 装 置 の 配 管 と 接 続 す る た め 、 配 管 接 続 ナ ッ ト な ど の 固 定 具 が 設 置 さ れ て い

る 。 ま た 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 長 手 方 向 の 側 面 に は 配 管 ２ ０ の 一 端 が 接 続 さ れ る 。 配 管

２ ０ は 、 本 実 施 例 で は 、 図 １ に 示 す よ う に １ ９ 本 固 定 さ れ て い る が 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 大

き さ に 応 じ て 複 数 本 （ １ ５ ～ ３ ０ 本 程 度 ） 固 定 さ れ る 。 ま た 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 側 面

に は 配 管 ２ ０ の 数 と 同 じ 接 続 口 １ １ ０ が 穿 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 複 数 の 接 続 口 １ １ ０ の 間 隔 （ 隣 り 合 う 接 続 口 １ １ ０ の 距 離 ） は 、 配 管 ２ ０ の 寸 法 や 材 質

に も 依 存 す る が 、 所 定 の 間 隔 を 空 け て 穿 設 さ れ る 。 配 管 ２ ０ の 素 材 に つ い て は 後 述 す る が

、 配 管 ２ ０ は 可 撓 性 を 有 す る た め 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ が 設 置 さ れ る 前 は 、 図 １ の 一 部 切 欠 け

し た 部 分 に 示 す よ う に 、 配 管 ２ ０ の 断 面 は 円 形 で あ る 。 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ が 設 置 さ れ る と 、

ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 重 量 に 押 圧 さ れ て 、 配 管 ２ ０ の そ の 断 面 が ３ 分 の １ 程 度 ま で 変 形 さ れ る

（ 図 ４ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ４ （ Ａ ） は 、 外 径 ４ ８ ｍ ｍ の 円 形 の 配 管 ２ ０ で あ る が 、 右 図 は 押 圧 さ れ る 前 の 状 態 、

左 図 は 押 圧 後 の 状 態 を 示 し て い る 。 左 図 に 示 す よ う に 、 押 圧 さ れ る と 、 断 面 の 縦 方 向 が ３

分 の １ 程 度 （ ３ ２ ｍ ｍ ） 圧 縮 さ れ る 方 向 に 変 形 し 、 横 方 向 は 縦 方 向 の １ ． ７ ８ 倍 程 （ ５ ７

ｍ ｍ ） 横 に 広 が る 方 向 に 変 形 す る 。 同 様 に 、 図 ４ （ Ｂ ） は 、 寸 法 の 異 な る 円 形 の 配 管 ２ ０

（ 外 径 ６ ２ ｍ ｍ ） で あ る が （ 右 図 ） 、 左 図 に 示 す よ う に 、 押 圧 さ れ る と 断 面 の 縦 方 向 が ３

分 の １ 程 度 （ ４ １ ． ３ ｍ ｍ ） 圧 縮 さ れ る 方 向 に 変 形 し 、 横 方 向 は 縦 方 向 の １ ． ７ ８ 倍 程 （

７ ３ ． ８ ｍ ｍ ） 横 に 広 が る 方 向 に 変 形 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 接 続 口 １ １ ０ が 穿 設 さ れ る 間 隔 は 、 配 管 ２ ０ が ガ ス ボ ン ベ ５ ０ に

押 圧 さ れ て 、 そ の 断 面 が 変 形 し て も 互 い に 接 触 し な い 程 度 の 間 隔 で あ る こ と が 好 ま し い 。

配 管 ２ ０ が 互 い に 接 触 す る と 断 面 形 状 が 歪 み 、 配 管 ２ ０ を 流 通 す る 温 水 の 流 路 が 潰 れ 、 効

率 よ く 温 水 を 流 す こ と が 困 難 に な る か ら で あ る 。 本 実 施 例 で は 図 １ に 示 す よ う に 、 配 管 ２

０ の 断 面 が 変 形 し て も 互 い に 接 触 し な い よ う に 、 配 管 ２ ０ を 所 定 の 間 隔 で 固 定 し た 。 そ れ

に よ り 、 配 管 ２ ０ に 効 率 よ く 温 水 を 流 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 接 続 口 １ １ ０ は 、 配 管 ２ ０ を 接 続 し や す い よ う に 、 い わ ゆ る ホ ー ス ジ ョ イ ン ト 型 や ホ ー

ス エ ン ド 型 （ ガ ス 栓 の 形 状 ） の 管 継 手 と す る こ と が で き る 。 接 続 口 １ １ ０ を こ の よ う な 形

状 と す る こ と で 、 配 管 ２ ０ を 接 続 口 １ １ ０ に 差 し 込 み 、 バ ン ド （ 図 示 せ ず ） を 配 管 ２ ０ の

根 本 付 近 で 固 定 す る こ と で 、 配 管 ２ ０ を 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ に 簡 単 に 固 定 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 配 管 ２ ０ を 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ か ら 外 す 際 に は 、 配 管 ２ ０ の バ ン ド を 外 し て 、 接

続 口 １ １ ０ か ら 配 管 ２ ０ を 抜 く だ け で 簡 単 に 外 す こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 配 管 ２ ０ の

取 り 換 え が 可 能 と な り 、 メ ン テ ナ ン ス が 容 易 に な る 。 な お 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と 配 管 ２

０ の 固 定 方 法 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 い か な る 方 法 で も よ い 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 第 １ の 給

湯 配 管 １ １ と 配 管 ２ ０ が 着 脱 可 能 に 固 定 さ れ る 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ

ず 、 給 湯 配 管 １ １ と 配 管 ２ ０ の 接 続 を 強 固 に 固 定 し 、 外 れ な い 構 成 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 実 施 例 の 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ は 、 排 出 さ れ る 温 水 の 出 口 部 １ ２ １ を 端 部 に 有 し 、 他 の

一 端 部 は キ ャ ッ プ １ ２ ２ 等 で 閉 じ ら れ て い る 。 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 両 端 部 を 出 口 部 と す

る 構 成 に し て も よ い 。 ま た 、 図 ３ で は 、 右 端 部 に 出 口 部 １ ２ １ を 有 し 、 左 端 部 が 閉 じ ら れ

て い る が 、 左 右 逆 で も よ い 。 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と 同 様 に 、 出 口 部 １ ２ １ に は 、 配 管 接 続

ナ ッ ト な ど の 固 定 具 が 設 置 さ れ 、 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 長 手 方 向 の 側 面 に は 複 数 の 配 管 ２

０ の 他 端 が 接 続 さ れ る 接 続 口 １ １ ０ が 穿 設 さ れ て い る 。 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ に 配 管 ２ ０ を

固 定 す る 位 置 や 固 定 方 法 又 は 着 脱 方 法 は 、 前 述 の 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 場 合 と 同 様 で あ る

た め 、 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 本 実 施 例 で は 、 図 ３ の 平 面 図 に 示 す よ う に 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 入 口 部 １ １ １

は 左 端 部 に 配 設 し 、 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 出 口 部 １ ２ １ は 右 端 部 に 配 設 さ れ る 。 こ の よ う

に 配 設 す る こ と で 、 温 水 が 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ 内 を 流 れ る 方 向 （ 図 ３ の 左 か ら 右 ） と 、 第

２ の 給 湯 配 管 １ ２ 内 を 流 れ る 方 向 が 一 致 し 、 効 率 よ く 温 水 を 循 環 さ せ る こ と が で き る 。 入

口 部 １ １ １ と 出 口 部 １ ２ １ の 配 置 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 入 口 部 １ １ １ を 右 端 部 に 配 設 し 、

出 口 部 １ ２ １ を 左 端 部 に 配 設 し て も よ い し 、 非 常 に 強 力 な ポ ン プ を 使 用 す る 場 合 等 に は 同

じ 方 向 に 入 口 部 １ １ １ と 出 口 部 １ ２ １ を 配 設 し て も よ い 。 そ の 場 合 に は 、 温 水 が 第 １ の 給

湯 配 管 １ １ 内 を 流 れ る 方 向 と 、 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ 内 を 流 れ る 方 向 が 逆 に な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 支 柱 １ ５ と 支 柱 受 １ ７ が 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 両 端 に 設 置 さ れ て い

る 。 支 柱 １ ５ は 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の す ぐ 下 に 設 置 さ れ 、 支 柱 １ ５ と 支 柱 受 １ ７ は 部 材

１ ６ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 こ の よ う な 支 柱 の 構 成 に よ り 、 支 柱 全 体 の 高 さ を 変 更 す る

際 に 、 支 柱 １ ５ 又 は 支 柱 受 １ ７ を 違 う 寸 法 に 変 更 す る こ と で 、 容 易 に 高 さ を 変 更 で き る 。

な お 、 前 述 の よ う に 支 柱 １ ５ を 可 動 に す る た め に 部 材 １ ６ を 回 転 部 材 に す る こ と も で き る

（ 図 ２ 参 照 ） 。 部 材 １ ６ を 回 転 部 材 に す る こ と で 、 支 柱 １ ５ が 支 柱 受 １ ７ に 対 し て 回 転 可

能 に 設 置 さ れ 、 前 述 の よ う に 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 間 隔 を 変 更 す る

こ と が で き る 。 支 柱 の 構 成 は こ れ ら に 限 ら ず 、 支 柱 １ ５ と 支 柱 受 １ ７ が 一 体 に 構 成 さ れ て

も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 支 柱 受 １ ７ の 下 に は 、 ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ を 支 え る 保 持 部

１ ８ が 設 置 さ れ 、 そ の 下 は 土 台 １ ９ と な っ て い る 。 ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ と 保 持 部 １ ８ は
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一 体 に 構 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 保 持 部 １ ８ と 土 台 １ ９ が 一 体 に 構 成 さ れ て も よ い 。 さ ら

に 、 支 柱 １ ５ 、 支 柱 受 １ ７ と 保 持 部 １ ８ が 一 体 に 構 成 さ れ て も よ い し 、 支 柱 １ ５ 、 支 柱 受

１ ７ 、 保 持 部 １ ８ と 土 台 １ ９ が 一 体 に 構 成 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ は 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 外 径 の 下 部 に 沿 わ せ て 形 成 さ れ 、 第 １ の 給

湯 配 管 １ １ と 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 支 柱 間 を 橋 渡 し す る よ う に 設 置 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。

ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ の 長 手 方 向 の 長 さ は 、 ガ ス ボ ン ベ の 外 周 の ２ 分 の １ か ら ３ 分 の １ 程

度 の 長 さ で あ る 。 本 実 施 例 の ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ の 長 手 方 向 の 長 さ は 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０

の 外 周 の １ ２ 分 の ５ 程 度 の 長 さ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 例 え ば 、 前 述 の 外 径 が ９ ７ ３ ｍ ｍ の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 場 合 は 、 外 周 が 約 ３ ０ ５ ５ ｍ ｍ と

な り 、 ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ の 長 手 方 向 の 長 さ は そ の １ ２ 分 の ５ の 長 さ で 約 １ ２ ７ ３ ｍ ｍ

と な る 。 左 右 の 保 持 部 １ ８ に そ れ ぞ れ ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ を 設 置 す る こ と で 、 ガ ス ボ ン

ベ ５ ０ の 長 手 方 向 の 両 端 部 を 保 持 す る こ と が で き る 。 ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ の 幅 （ 短 手 方

向 の 長 さ ） は 、 保 持 部 １ ８ の ２ 倍 程 度 の 幅 で あ り （ 図 ３ 参 照 ） 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ は そ の 幅

の 上 で 両 端 部 の み が 保 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 左 右 の 支 柱 １ ５ 間 に は 、 複 数 の 可 撓 性 を 有 す る 配 管 ２ ０ が 設 置 さ れ る 。 配 管 ２ ０ は 、 ガ

ス ボ ン ベ の 円 形 断 面 の 下 部 に 沿 わ せ て 流 路 を 形 成 し 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ に 接 触 す る よ う に ガ

ス ボ ン ベ ５ ０ の 短 手 方 向 に 並 べ て 設 置 さ れ る 。 前 述 の よ う に 、 配 管 ２ ０ の 一 端 部 は 第 １ の

給 湯 配 管 １ １ に 接 続 し 、 他 端 部 は 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 間 に 接 続 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 配 管 ２ ０ は 、 例 え ば 可 撓 性 を 有 す る ビ ニ ー ル 系 の ホ ー ス を 使 用 す る こ と が で き る 。 ホ ー

ス の 材 質 は 、 軟 質 塩 化 ビ ニ ー ル 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ナ イ ロ ン 等 い か な

る 材 質 の も の で も よ い 。 本 実 施 例 で は 、 配 管 ２ ０ に ホ ー ス を 使 用 し 、 そ の 寸 法 は ガ ス ボ ン

ベ ５ ０ の 寸 法 に 依 存 す る が 、 例 え ば 前 述 の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ （ 外 径 ９ ７ ３ ｍ ｍ ） の 場 合 、 配

管 ２ ０ の 寸 法 は 外 径 ３ ５ ～ ６ ５ ｍ ｍ 程 度 、 長 さ は 外 周 （ 約 ３ ０ ５ ５ ｍ ｍ ） の ３ 分 の ２ 程 度

（ 約 ２ ０ ３ ７ ｍ ｍ ） が 必 要 で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 配 管 ２ ０ に は 、 使 用 範 囲 温 度 が － ５ ℃ ～ ６ ０ ℃ の ホ ー ス を 使 用 す る 。 ホ ー ス に 流

す 温 水 の 温 度 は 、 法 定 温 度 以 下 の 温 度 （ ４ ０ ℃ 以 下 ） に す る 必 要 が あ る た め 、 ４ ０ ℃ 以 下

の 温 水 を 流 せ る 可 撓 性 を 有 す る ホ ー ス で あ れ ば 、 い か な る ホ ー ス で あ っ て も よ い 。 な お 、

配 管 ２ ０ に ホ ー ス を 使 用 す る こ と で 、 従 来 技 術 の 金 属 材 料 の 配 管 と 比 較 し て 、 安 価 に 製 造

す る こ と が で き 、 か つ 軽 量 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 の 配 管 ２ ０ は ガ ス ボ ン ベ ５ ０ に 接 す る よ う に 配 管 ２ ０ の 長 さ が

調 整 さ れ て 配 置 さ れ る 。 配 管 ２ ０ を ガ ス ボ ン ベ ５ ０ に 充 分 に 接 触 さ せ 、 ま た 、 配 管 ２ ０ を

下 方 か ら 支 え る た め に 配 管 保 持 板 １ ４ を 設 置 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 配 管 保 持 板 １ ４ は 、 ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ と 同 様 に 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 外 径 の 下 部 に 沿

わ せ て 形 成 さ れ 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 支 柱 間 を 橋 渡 し す る よ う に

保 持 部 １ ８ に 設 置 さ れ る 。 ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ と は 異 な り 、 配 管 保 持 板 １ ４ は ガ ス ボ ン

ベ ５ ０ の 側 面 の 下 部 全 体 を 覆 う よ う に 設 置 さ れ る （ 図 １ 、 図 ３ 参 照 ） 。 本 実 施 例 で は 、 図

２ に 示 す よ う に 、 配 管 保 持 板 １ ４ を 設 置 し た が 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ が 配 管 ２ ０ に 充 分 に 接 触

さ れ て お り 、 配 管 ２ ０ を 支 え る 必 要 が な い 場 合 （ 配 管 ２ ０ が 短 い 場 合 な ど ） に は 、 配 管 保

持 板 １ ４ を 設 置 し な く て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 土 台 １ ９ の 高 さ は 、 配 管 ２ ０ の 最 下 部 又 は 配 管 保 持 板 １ ４ が 、 加 熱 器 １ ０ ０ の 設 置 面 （

例 え ば 地 面 ） に 接 し な い よ う に 、 所 定 の 高 さ で 構 成 さ れ る 。 ま た 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と

第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 支 柱 １ ５ の 長 さ は 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 加 熱 器 １ ０ ０ に 載 置 し や す く
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、 か つ 配 管 ２ ０ が ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 外 周 の ３ 分 の ２ 程 度 を 囲 む こ と が で き る よ う な 長 さ に

調 整 さ れ て 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 さ ら に 、 加 熱 器 １ ０ ０ が ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 側 面 下 部 を 全 体 的 に 加 熱 で き る よ う に 、 第 １

の 給 湯 配 管 １ １ の 左 右 の 支 柱 １ ５ の 間 の 距 離 は 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 左 右 の 鏡 板 部 ５ １ を 除

い た 胴 部 ５ ２ の 長 さ 程 度 （ 全 長 の ４ 分 の ３ 程 度 ） に 配 置 す る こ と が 好 ま し い （ 図 １ 参 照 ）

。 例 え ば 前 述 の 長 さ が ３ １ ２ ０ ｍ ｍ の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 場 合 は 、 左 右 の 支 柱 １ ５ の 間 の 距

離 は ２ ３ ４ ０ ｍ ｍ 程 度 と な る 。 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 左 右 の 支 柱 １ ５ の 間 の 距 離 に 関 し て

も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 以 上 の よ う に 、 加 熱 器 １ ０ ０ が 可 撓 性 を 有 す る 配 管 ２ ０ を 使 用 し て 、 ガ ス ボ ン ベ に 密 着

さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 効 率 的 に 加 熱 で き る 。 ま た 、 横 置 き

型 の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 寸 法 に 合 わ せ た 架 台 １ ０ を 使 用 し て い る た め 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 置

く だ け で 簡 単 に 設 置 で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

［ 液 体 容 器 の 加 熱 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 ］

　 次 に 本 発 明 の 加 熱 器 １ ０ ０ を 備 え た 液 体 容 器 の 加 熱 装 置 ３ ０ ０ （ 以 下 、 加 熱 装 置 ３ ０ ０

と 記 す 。 ） を 説 明 す る 。 図 ５ は 、 本 実 施 例 の 加 熱 装 置 ３ ０ ０ の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

加 熱 装 置 ３ ０ ０ は 、 加 熱 器 １ ０ ０ と 、 そ の 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 入 口 部 １ １ １ と 第 ２ の 給

湯 配 管 １ ２ の 出 口 部 １ ２ １ に そ れ ぞ れ 接 続 し 、 所 定 の 温 度 の 流 体 （ 温 水 ） を 流 し て 循 環 さ

せ る 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ か ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 図 ５ の 説 明 図 に お い て 、 加 熱 器 １ ０ ０ は

模 式 的 に 表 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ は 、 水 槽 ２ １ ０ 、 ヒ ー タ ー ２ ２ ０ 、 ポ ン プ ２ ３ ０

及 び 配 管 ２ ４ ０ と 、 を 少 な く と も 備 え る 。 水 槽 ２ １ ０ は 、 水 を 所 定 量 溜 め 、 加 熱 状 態 を 所

定 時 間 保 つ よ う な 断 熱 材 で 囲 ま れ て い る 水 槽 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 ヒ ー タ ー

２ ２ ０ は 、 水 の 温 度 調 整 機 能 付 の ヒ ー タ ー を 使 用 す る こ と が で き る 。 本 実 施 例 で は 、 特 に

４ ０ ℃ 以 下 に 水 温 を 調 整 で き る ヒ ー タ ー を 使 用 す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ポ ン プ ２ ３ ０ は 、 水 槽 ２ １ ０ か ら 温 水 を 汲 み 上 げ 、 所 定 の 吐 出 量 が 得 ら れ る ポ ン プ ２ ３

０ を 使 用 す る こ と が で き る 。 本 実 施 例 で は 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 入 口 部 １ １ １ か ら 流 入 す

る 温 水 の 流 速 を ２ ～ ３ ｍ ／ ｓ に 保 つ よ う に 温 水 を 汲 み 上 げ る 工 業 用 の ポ ン プ ２ ３ ０ を 使 用

す る 。 こ の よ う に 温 水 を 強 力 に 吸 い 上 げ る ポ ン プ ２ ３ ０ を 使 用 す る こ と に よ り 、 第 １ の 給

湯 配 管 １ １ の 入 口 部 １ １ １ か ら 一 番 離 れ た 排 出 口 １ １ ０ の 配 管 ２ ０ ま で 温 水 が 行 き 届 き 、

第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 出 口 部 １ ２ １ ま で 温 水 を 循 環 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ポ ン プ ２ ３ ０ は 、 配 管 ２ ４ ０ を 介 し て 加 熱 器 １ ０ ０ の 入 口 部 １ １ １ に 接 続 さ れ 、 出 口 部

１ ２ １ は 、 配 管 ２ ４ ０ を 介 し て 水 槽 ２ １ ０ に 接 続 さ れ る 。 な お 、 入 口 部 １ １ １ と 出 口 部 １

２ １ に は 、 前 述 の よ う に 配 管 接 続 ナ ッ ト な ど の 固 定 具 が 備 わ っ て い る た め 、 配 管 ２ ４ ０ を

容 易 に 接 続 さ せ て 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 水 槽 ２ １ ０ は 、 水 を 溜 め て 加 熱 す る 水 槽 に 限 定 さ れ ず 、 ヒ ー タ ー ２ ２ ０ が 内 蔵 さ れ て 温

度 調 節 機 能 を 有 す る 水 槽 で あ っ て も よ い し 、 更 に ポ ン プ ２ ３ ０ 内 蔵 の 水 槽 で も よ く 、 撹 拌

機 能 を 有 す る 水 槽 で も よ い 。 な お 、 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ に 使 用 す る 電 源 は 、 ガ ス ボ ン ベ ５

０ か ら 法 定 距 離 （ ２ ｍ ） 以 上 離 間 さ せ る 必 要 が あ る た め 、 そ の 距 離 を 保 つ よ う に 、 配 管 ２

４ ０ の 長 さ や 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ の 設 置 場 所 を 調 整 す る 。 ま た 、 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ を 設

置 す る 場 所 に よ っ て は 、 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ の 出 口 部 １ ２ １ を 入 口 部 と し て ポ ン プ ２ ３ ０

に 接 続 し 、 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ の 入 口 部 １ １ １ を 出 口 部 と し て 、 温 水 を 循 環 さ せ て も よ い

。 さ ら に 、 複 数 の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 使 用 す る 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 加 熱

器 １ ０ ０ に 設 置 し て 、 １ つ の 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ の 水 槽 ２ １ ０ を 使 用 し て 加 熱 器 １ ０ ０ の
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温 水 を 循 環 さ せ る よ う に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

［ 加 熱 装 置 ３ ０ ０ の 使 用 方 法 ］

　 次 に 加 熱 装 置 ３ ０ ０ の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 横 置 き 型 の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 使 用 し

始 め る 前 に 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 加 熱 器 １ ０ ０ に 設 置 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 ガ ス ボ ン ベ

５ ０ は 、 そ の 両 端 の 鏡 板 部 ５ １ が 出 る 様 に 胴 部 ５ ２ の 両 端 を ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 １ ３ に 載 置

す る 。 こ の と き 、 可 撓 性 を 有 す る 配 管 ２ ０ （ ホ ー ス ） が ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の 胴 部 ５ ２ に 密 着

す る よ う に 支 柱 １ ５ を 調 整 し て 載 置 す る （ 図 ２ の 矢 印 参 照 ） 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 そ の 後 、 加 熱 器 １ ０ ０ を 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ に 接 続 し 、 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ の 電 源 を 入

れ て 作 動 さ せ 、 ４ ０ ℃ 以 下 の 温 度 （ 例 え ば ３ ０ ℃ ） の 温 水 を 加 熱 器 １ ０ ０ に 循 環 さ せ る 。

ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 加 熱 器 １ ０ ０ に 設 置 す る 前 に 、 加 熱 器 １ ０ ０ を 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ に 接

続 し て お き 、 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ の ヒ ー タ ー ２ ２ ０ を 作 動 さ せ て 水 を 所 定 の 温 度 に 温 め て

お い て も よ い 。 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ は 、 加 熱 器 １ ０ ０ に 温 水 を 循 環 さ せ て い る 間 、 ガ ス ボ

ン ベ ５ ０ を 温 水 で 加 熱 で き る よ う に 温 度 調 整 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ に 充 填 さ れ て い る ガ ス の 使 用 を 続 け て 最 後 ま で 使 い き っ た 後 は 、 温 水 循

環 装 置 ２ ０ ０ の 電 源 を 切 り 、 加 熱 器 １ ０ ０ か ら ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 外 し て 新 た な ガ ス ボ ン ベ

と 交 換 す る 。 こ の よ う に し て 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ に 充 填 さ れ て い る ガ ス を 最 後 ま で 使 い き る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 以 上 説 明 し た 様 に 、 本 発 明 の 加 熱 器 １ ０ ０ は 、 可 撓 性 を 有 す る 配 管 （ ホ ー ス ） ２ ０ を 使

用 し て い る た め 、 従 来 の 装 置 と 比 較 し て 安 価 に 製 造 で き 、 か つ ガ ス ボ ン ベ ５ ０ に 密 着 さ せ

る こ と が で き 、 効 率 的 に 加 熱 で き る 。 ま た 、 前 述 の よ う に 本 発 明 の 加 熱 器 １ ０ ０ は 、 ガ ス

ボ ン ベ ５ ０ の 寸 法 に 合 わ せ た 架 台 １ ０ を 使 用 し て い る た め 、 横 置 き 型 の ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を

載 せ る だ け で 簡 単 に 設 置 で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 、 加 熱 器 １ ０ ０ と 温 水 循 環 装 置 ２ ０ ０ を 使 用 す る こ と で 、 温 水 を 所 定 の 流 速 で 効 率

的 に ガ ス ボ ン ベ ５ ０ を 加 熱 で き る 。 そ れ に よ り 、 ガ ス ボ ン ベ ５ ０ の ガ ス を 最 後 ま で 使 い き

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 な お 、 上 述 し た 実 施 例 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 及 び 加 熱 装 置 は 一 例 で あ り 、 液 体 容 器 と し て

高 圧 ガ ス ボ ン ベ を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 あ ら ゆ る 円 筒 形 の 液 体

容 器 に 適 用 で き る も の で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 液 体 容 器 の 加 熱 器 及 び 加 熱 装 置 の 構 成 は 、

発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ０ 】

１ ０ 　 　 　 架 台

１ １ 　 　 　 第 １ の 給 湯 配 管

１ ２ 　 　 　 第 ２ の 給 湯 配 管

１ ３ 　 　 　 ガ ス ボ ン ベ 保 持 板 （ 液 体 容 器 の 保 持 板 ）

１ ４ 　 　 　 配 管 保 持 板

１ ５ 　 　 　 支 柱

１ ６ 　 　 　 部 材

１ ７ 　 　 　 支 柱 受

１ ８ 　 　 　 保 持 部

１ ９ 　 　 　 土 台

２ ０ 　 　 　 ホ ー ス

５ ０ 　 　 　 ガ ス ボ ン ベ （ 円 筒 形 の 液 体 容 器 ）

５ １ 　 　 　 鏡 板 部
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５ ２ 　 　 　 胴 部

１ ０ ０ 　 　 液 体 容 器 の 加 熱 器 （ 加 熱 器 ）

１ １ ０ 　 　 接 続 口

１ １ １ 　 　 入 口 部

１ １ ２ ， １ ２ ２ 　 　 キ ャ ッ プ

１ ２ １ 　 　 出 口 部

２ ０ ０ 　 　 温 水 循 環 装 置

２ １ ０ 　 　 水 槽

２ ２ ０ 　 　 ヒ ー タ ー

２ ３ ０ 　 　 ポ ン プ

２ ４ ０ 　 　 配 管

３ ０ ０ 　 　 液 体 容 器 の 加 熱 装 置 （ 加 熱 装 置 ）

【 要 約 】

【 課 題 】 横 置 き 型 の 円 筒 形 の 液 体 容 器 を 簡 単 に 設 置 で き 、 可 撓 性 を 有 す る 配 管 を 使 用 し て

安 価 に 製 造 で き 、 液 体 容 器 に 密 着 さ せ て 効 率 的 に 加 熱 す る 液 体 容 器 の 加 熱 器 及 び 加 熱 装 置

を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 液 体 容 器 ５ ０ の 加 熱 器 １ ０ ０ は 、 架 台 １ ０ と 、 複 数 の 可 撓 性 を 有 す る 配 管 ２

０ か ら 構 成 さ れ 、 配 管 ２ ０ は 、 液 体 容 器 ５ ０ の 外 径 の 下 部 に 沿 わ せ て 流 路 を 形 成 し 、 液 体

容 器 ５ ０ に 接 触 す る よ う に 液 体 容 器 ５ ０ の 短 手 方 向 に 並 べ て 設 置 さ れ 、 架 台 １ ０ は 温 水 の

入 口 部 １ １ １ を 端 部 に 有 し 、 配 管 ２ ０ の 一 端 が 固 定 さ れ る 第 １ の 給 湯 配 管 １ １ と 、 出 口 部

１ ２ １ を 端 部 に 有 し 、 配 管 ２ ０ の 他 端 が 固 定 さ れ る 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ と 、 第 １ の 給 湯 配

管 １ １ と 第 ２ の 給 湯 配 管 １ ２ を そ れ ぞ れ 支 え る 支 柱 １ ５ と 、 液 体 容 器 ５ ０ の 長 手 方 向 の 両

端 部 を 保 持 す る 液 体 容 器 ５ ０ の 保 持 板 １ ３ と 、 支 柱 １ ５ を 支 え る 土 台 １ ９ を 有 す る 。

【 選 択 図 】 図 １

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】



(12) JP  6833223  B1  2021.2.24

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

　　審査官　倉田　和博

(56)参考文献　特開２００７－１４６９９３（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２０００－２９１８９１（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　米国特許第０６０２５５７６（ＵＳ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｆ１７Ｃ　　　７／００　　　　

　　　　　　　Ｂ６５Ｄ　　８８／７４　　　　


	bibliographic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

